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(57)【要約】
【課題】建物外装面において、昼夜を通してそれぞれに
好ましい意匠性が得られるようにする。
【解決手段】建物外装面１に、複数の外装パネルＰを並
設し、外装パネルＰに光を照射自在な照明装置Ｌを設け
てある建物Ｂであって、隣接する外装パネルＰ間に、互
いの縁部どうしがパネル厚み方向に位置ずれしている段
差部８が設けてあり、照明装置Ｌは、段差部８における
上段に位置する外装パネルＰの裏側に設置してあり、段
差部８から下段に位置する外装パネルＰの表面を照射自
在に構成してある。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物外装面に、複数の外装パネルを並設し、前記外装パネルに光を照射自在な照明装置
を設けてある建物であって、
　隣接する前記外装パネル間に、互いの縁部どうしがパネル厚み方向に位置ずれしている
段差部が設けてあり、
　前記照明装置は、前記段差部における上段に位置する外装パネルの裏側に設置してあり
、前記段差部から下段に位置する外装パネルの表面を照射自在に構成してある建物。
【請求項２】
　前記上段に位置する外装パネルの周囲に、複数の前記下段に位置する外装パネルを配置
してある請求項１に記載の建物。
【請求項３】
　前記各外装パネルと建物下地との間に、前記建物下地に沿って連続する空間層を設けて
ある請求項１又は２に記載の建物。
【請求項４】
　前記空間層には、前記建物下地に沿わせてデッキが設けてある請求項３に記載の建物。
【請求項５】
　前記複数の外装パネルを並設した前記建物外装面の一部を開口させて、非常用進入口と
して構成してある請求項４に記載の建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物外装面に光を照射自在な照明装置を設けてある建物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の建物としては、照明装置を構成するに、建物外装面にそれぞれの発光面
を向けた多数の光源を、建物外装面上に格子状に取り付けたものがあり、各光源による光
の照射を制御して、建物外装面に、図形や映像イメージ等を表示できるようにしたものが
あった（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３１４１８１９号公報（図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した従来の建物によれば、建物外装面から、多数の照明装置が突出した状態に露出
し、その全容が現れているから、昼間の建物外装面において照明装置が目に付きやすく、
壁面の意匠上、好ましくない問題点がある。
　また、夜間の建物外装面においては、照明効果は期待できるものの、照明装置の存在が
影となって浮き出るから、昼間にも増して目に付きやすくなり、壁面の意匠上、好ましく
ない問題点がある。
【０００５】
　従って、本発明の目的は、上記問題点を解消し、建物外装面において、昼夜を通してそ
れぞれに好ましい意匠性が得られる建物を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の特徴構成は、建物外装面に光を照射自在な照明装置を設けてある建物で
あって、前記建物外装面の表面側に突出させた外装パネルを設け、前記照明装置は、前記
突出させた外装パネルの裏側に設置してあり、前記突出させた外装パネルと前記建物外装
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面との段差部から前記建物外装面の表面を照射自在に構成してあるところにある。
【０００７】
　本発明の第１の特徴構成によれば、建物外装面の表面側に突出させた外装パネルを設け
てあるから、昼間の建物外装面においては、外装パネルによる凹凸感が得られ、単に照明
装置が露出しているだけの従来技術に比べて、外装パネルとその影とが織りなす良好な意
匠性を醸し出すことができる。
　また、夜間の建物外装面においては、外装パネルの裏側に隠された照明装置からの間接
照明を実施でき、昼間の凹凸感とは全く異なった凹凸感や、照明による描写効果が得られ
る。
　以上の結果、建物外装面において、昼夜を通してそれぞれに好ましい意匠性が得られる
。
【０００８】
　本発明の第２の特徴構成は、建物外装面に、複数の外装パネルを並設し、前記外装パネ
ルに光を照射自在な照明装置を設けてある建物であって、隣接する前記外装パネル間に、
互いの縁部どうしがパネル厚み方向に位置ずれしている段差部が設けてあり、前記照明装
置は、前記段差部における上段に位置する外装パネルの裏側に設置してあり、前記段差部
から下段に位置する外装パネルの表面を照射自在に構成してあるところにある。
【０００９】
　本発明の第２の特徴構成によれば、建物外装面に並設した外装パネル間に、前記段差部
を設けてあるから、昼間の建物外装面においては、各外装パネル相互による凹凸感が得ら
れ、単に照明装置が露出しているだけの従来技術に比べて、外装パネルとその影とが織り
なす良好な意匠性を醸し出すことができる。
　また、夜間の建物外装面においては、上段に位置する外装パネルの裏側に隠された照明
装置から、下段に位置する外装パネルの表面に対する間接照明を実施でき、昼間の凹凸感
とは全く異なった凹凸感や、照明による描写効果が得られる。
　以上の結果、建物外装面において、昼夜を通してそれぞれに好ましい意匠性が得られる
。
【００１０】
　本発明の第３の特徴構成は、前記上段に位置する外装パネルの周囲に、複数の前記下段
に位置する外装パネルを配置してあるところにある。
【００１１】
　本発明の第３の特徴構成によれば、「上段に位置する外装パネル」の裏側に設置した照
明装置によって、周囲に配置した複数の「下段に位置する外装パネル」を照射することが
でき、「上段に位置する外装パネル」の周りを明るく照らすことができる。
　また、上段と下段との相対配置を、「下段に位置する外装パネル」の更に下段に適応さ
せることで、建物外装面での暗部をより少なくして、最も上段に位置する外装パネル以外
は、全て照明対象として、建物外装面を全体的に明るく照らし出すことができる。
【００１２】
　本発明の第４の特徴構成は、前記各外装パネルと建物下地との間に、前記建物下地に沿
って連続する空間層を設けてあるところにある。
【００１３】
　本発明の第４の特徴構成によれば、前記空間層が、外部空間との間にあることで、断熱
空間の役目を果たすことができ、建物内の空調効率を向上させることができる。
　特に、空間層に位置する空気の上昇気流を利用できるようにすれば、煙突効果によって
、暑い時期の建物温度の上昇を抑制でき、建物内の冷房効果を向上させることができる。
　また、空間層を利用して、外装パネルや照明装置等のメンテナンスを実施することがで
き、建物内に立ち入らずにそれらの作業を実施できることで、建物内の独立性が向上する
。この作用効果は、特に、継続した使用形態が各居室に適用されるテナントビル等に最適
である。
【００１４】



(4) JP 2017-75530 A 2017.4.20

10

20

30

40

50

　本発明の第５の特徴構成は、前記空間層には、前記建物下地に沿わせてデッキが設けて
あるところにある。
【００１５】
　本発明の第５の特徴構成によれば、デッキを利用して、外装パネルや照明装置等のメン
テナンス作業をより実施しやすくなる他、火災や地震等の災害時に、外部への避難通路と
して利用したり、建物内への消防隊の進入路として利用することができる。
　即ち、前記空間層をより有効に利用できるようになる。
【００１６】
　本発明の第６の特徴構成は、前記複数の外装パネルを並設した前記建物外装面の一部を
開口させて、非常用進入口として構成してあるところにある。
【００１７】
　本発明の第６の特徴構成によれば、非常用進入口によって、外部から前記空間層を通じ
て建物内に至る非常用進入経路を形成することができ、建物に生じた非常時に、遅延無く
対応することができるようになる。
　また、非常用進入口そのものの開口が、外装パネルが並設された建物外装面の景観に変
化をもたらすことができ、意匠性の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】建物を示す斜視図
【図２】建物外装面を示す正面図
【図３】外装パネルの配置パターンを示す要部斜視図
【図４】外装パネルの表面と裏面とを示す斜視図
【図５】外装パネルの表面と裏面とを示す斜視図
【図６】段差部を示す要部断面図
【図７】外装パネルの設置状況を示す建物断面図
【図８】外装パネルの設置状況を示す建物平面図
【図９】別実施形態の外装パネルの設置状況を示す要部斜視図
【図１０】別実施形態の外装パネルの設置状況を示す要部断面図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　図１、図２は、本発明の建物の一実施形態を示すもので、ここで説明する建物Ｂは、例
えば、多数の店舗が入居するテナントビル等の商業施設を例に挙げて説明している。
　但し、対象となる建物Ｂは、商業施設に限るものではなく、建物外装面を備えたもので
あれば、各種建物を対象とすることができる。
【００２０】
　建物Ｂは、その一つの建物外装面１に、照明設備を備えて構成してあり、例えば、色調
を変化自在なカラー照明で建物外装面１を装飾したり、映像を、建物外装面１の全体に表
出して演出することができるように構成されている。
【００２１】
　前記建物外装面１は、図７、図８に示すように、外壁（建物下地に相当）２の外側に、
空間層３を挟んで設けられた建物外装体４で構成されている。
【００２２】
　外壁２は、例えば、ＡＬＣ版等によって構成してあり、二階以上の階層部の大半は、前
記建物外装体４で覆われている。
　外壁２の一階部分には、図１、図２に示すように、複数の出入口２ａが設けてある。
【００２３】
　空間層３は、図７、図８に示すように、人が外壁２に沿って通行できる幅員を備えてお
り、上下階層にわたって連続した空間として構成されている。
　また、空間層３には、後述する支持部材６によって支持されたデッキＤが、建物Ｂの各
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階層毎に配置されている。このデッキＤは、例えば、グレーチング等で構成してあり、建
物外装体４（後述する外装パネルＰや照明装置Ｌ等）のメンテナンス作業に利用したり、
火災や地震等の災害時に、外部への避難通路として利用したり、建物内への消防隊の進入
路として利用することができる。
【００２４】
　建物外装体４は、鉄骨製のフレーム５を備え、その表面側に複数の外装パネルＰを縦横
に並設して構成されている。
　尚、フレーム５は、外壁２から突出する状態に設けられた支持部材６によって支持され
ている。この支持部材６は、例えば、Ｈ形鋼等で構成してあり、基端部は建物躯体に固定
されている。
【００２５】
　外装パネルＰは、図４に示すように、矩形形状に形成してあり、裏面側には、補強部材
となる枠体７が一体に取り付けてある。外装パネルＰの固定は、この枠体７を前記フレー
ム５に対して取り付けることで実施されている。
　また、隣接させる外装パネルＰ間には、互いの縁部どうしがパネル厚み方向に位置ずれ
している段差部８が設けてある（図６参照）。
　尚、外装パネルＰの全周部には、図６に示すように、縁部金物１０が装着してある。こ
の縁部金物１０は、外装パネルＰの縁部の保護効果に加えて、パネル厚み方向での裏面側
に突出しているフランジ部１０ａを備えていることで、外装パネルＰの厚み方向の変形防
止効果を高めている。
　更には、このフランジ部１０ａを設けてあることで、段差部８における目隠し効果を期
待することができ、後述する照明装置Ｌの光源が、段差部８を通して外部から直接的に見
えるのを防止し、間接照明効果の向上を図っている。
【００２６】
　上述のとおり段差をつけた外装パネルＰの配置パターンの一例を示すと、図３に示すと
おりである。図中の中央に、上段の外装パネルＰａが配置してあり、その上段の外装パネ
ルＰａの４辺に沿って中段の外装パネルＰｂがそれぞれ配置してあり、中段の外装パネル
Ｐｂの残りの３辺に沿って下段の外装パネルＰｃが配置してある。
　即ち、上段の外装パネルＰａの周囲に、複数の前記中段、下段に位置する外装パネル（
）を配置してある。
　従って、上段の外装パネルＰａと中段の外装パネルＰｂとの間、及び、中段の外装パネ
ルＰｂと下段の外装パネルＰｃとの間に、それぞれ段差部８が形成されている。
【００２７】
　段差部８において上段側に位置する外装パネルＰａ（又はＰｂ）の裏側には、図６に示
すように、下段側に位置する外装パネルＰｂ（又はＰｃ）の表面を段差部８を通して照射
自在な照明装置Ｌが配置されている。
　照明装置Ｌは、図４に示すように、複数のＬＥＤ光源をライン状に沿って配置したユニ
ットとして構成してある。照明装置Ｌは、複数色（少なくとも光の三原色）のＬＥＤ光源
を備えており、照射色の組合せによってカラー照明を行うことができる。
　図３に示す外装パネルＰの配置パターンによれば、中段の外装パネルＰｂの表面には、
上段の外装パネルＰａの裏側に配置された照明装置Ｌから光が照射され、下段の外装パネ
ルＰｃの表面には、中段の外装パネルＰｂの裏側に配置された照明装置Ｌから光が照射さ
れる。従って、多くの外装パネルＰの内、上段の外装パネルＰａを除く全ての外装パネル
に光を照射することができ、照明による各種描写を良好に表現することができる。
【００２８】
　尚、照明装置Ｌの取り付けは、例えば、外装パネルＰｂや枠体７やフレーム５等、何れ
のものを対象に実施するものであってもよい。
【００２９】
　また、建物外装面１においてランダムな任意の位置に配置されている一部の外装パネル
Ｐには、図２、図５、図７に示すように、建物外装面１の一部を開口させる切欠き部Ｗが
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形成してある。
　切欠き部Ｗには、網体９が設置してある。また、切欠き部Ｗを備えた複数の外装パネル
Ｐの内の一部の外装パネルＰにおいては、前記網体９が開閉自在に取り付けてあり、この
部分は、非常用進入口Ｗａとして使用することができる。尚、非常用進入口Ｗａとして設
定された切欠き部Ｗには、その近傍に、例えば、赤色等の非常灯（不図示）や、非常用進
入口であることを示すマークを設置しておくのが好ましい。
　また、切欠き部Ｗの背面側には、図７に示すように、外壁２に光を照射自在な照明装置
Ｓが取り付けてある。この照明装置Ｓによって外壁２の対象部を照明することで、建物外
装面１において切欠き部Ｗのみが暗くなるのを防止でき、より良好な照明効果を得ること
ができる。更には、照明装置Ｓによる照射光の一部が、前記網体９によって反射されるこ
とで、切欠き部Ｗの照明効果をより引き立たせることができる。
　尚、切欠き部Ｗを設けてある外装パネルＰは、上段の外装パネルＰａ、中段の外装パネ
ルＰｂ、下段の外装パネルＰｃの何れに設けるものであってもよい。
【００３０】
　当該実施形態の建物Ｂによれば、昼間の建物外装面１においては、外装パネルＰによる
凹凸感が得られ、外装パネルＰとその影とが織りなす良好な意匠性を醸し出すことができ
ることに加えて、夜間の建物外装面１においては、外装パネルＰの裏側に隠された照明装
置Ｌによる照明作用によって、昼間の凹凸感とは全く異なった凹凸感や、映像等の描写効
果が得られ、建物外装面１において、昼夜を通してそれぞれに好ましい意匠性が得られる
。
　また、前記空間層３を利用した各種メンテナンスが実施可能となる他、空間層３を避難
通路や消防隊の進入路等にも利用することができるようになる。更には、空間層３そのも
のによる断熱効果で、建物内の冷暖房効率を向上させることが可能となる。そして、空間
層３の下端側と上端側とに、外部と空間層３との空気を流通させる流通部を形成する等の
方法で、空間層３に位置する空気の上昇気流を利用できるようにすれば、煙突効果によっ
て、暑い時期の建物温度の上昇を抑制し易くなる。
【００３１】
　　〔別実施形態〕
　以下に他の実施の形態を説明する。
【００３２】
〈１〉　建物は、多数の店舗が入居するテナントビル等の商業施設に限るものではなく、
他の異なる用途で建設されている各種建物であってもよい。また、構造形式や、階層の数
や、建物外装面１の形状等も、特に規定されるものではない。
【００３３】
〈２〉　建物外装体４と建物下地（外壁）２との間は、先の実施形態で説明したように空
間層３を設けることに限らず、建物下地２上に、空間を空けずに建物外装体４を設ける構
成であってもよい。
　また、その場合、下段側に位置する外装パネルＰに替えて、図１０に示すように、建物
下地２の表面によって代用するものであってもよい。つまり、外装パネルＰのみで建物外
装面１を構成することに限らず、外装パネルＰと建物下地２とによって建物外装面１を構
成するものであってもよい。
　また、建物外装面１は、先の実施形態で説明した建物Ｂの壁面に限定されるものではな
く、例えば、建物Ｂの屋根面や屋上面であってもよく、それらを含めて建物外装面１と総
称する。
【００３４】
〈３〉　外装パネルＰは、先の実施形態で説明した矩形形状のものに限るものではなく、
例えば、三角形や、５角形以上の多角形であったり、円形や楕円形や、それらを組み合わ
した形状や、幾何学形状のものであってもよい。
　また、各外装パネルＰの配列は、先の実施形態で説明した図３に示すように、上段、中
段、下段の配列に限るものではなく、例えば、２段の配列や、４段以上の多段配列であっ
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てもよい。例えば、ピラミッドのように、中央部に最上段の外装パネルＰを配置して、そ
の外周側に下段側の各外装パネルＰを順次配置する配列を採用すれば、照明されない外装
パネルＰを最上段の一枚に絞ることができ、建物外装面１での照明表現を、より実施しや
すくなる。
　また、外装パネルＰどうしは、建物下地２と平行に配置することに限らず、傾斜状態に
配置してもよい。一例として、図９に示すように、外装パネルＰの対角線方向に傾斜する
状態に配置するものであってもよく、この実施形態の場合は、照明されない外装パネルＰ
を、傾斜下手側の角の一枚の外装パネルＰ（斜線を付してある外装パネル）に絞ることが
できる。
【００３５】
　尚、上述のように、図面との対照を便利にするために符号を記したが、該記入により本
発明は添付図面の構成に限定されるものではない。また、本発明の要旨を逸脱しない範囲
において、種々なる態様で実施し得ることは勿論である。
【符号の説明】
【００３６】
　１　　　建物外装面
　２　　　外壁（建物下地に相当）
　３　　　空間層
　８　　　段差部
　Ｄ　　　デッキ
　Ｌ　　　照明装置
　Ｐ　　　外装パネル
　Ｗａ　　非常用進入口

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月8日(2017.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物外装面に光を照射自在な照明装置を設けてある建物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の建物としては、照明装置を構成するに、建物外装面にそれぞれの発光面
を向けた多数の光源を、建物外装面上に格子状に取り付けたものがあり、各光源による光
の照射を制御して、建物外装面に、図形や映像イメージ等を表示できるようにしたものが
あった（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３１４１８１９号公報（図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した従来の建物によれば、建物外装面から、多数の照明装置が突出した状態に露出
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し、その全容が現れているから、昼間の建物外装面において照明装置が目に付きやすく、
壁面の意匠上、好ましくない問題点がある。
　また、夜間の建物外装面においては、照明効果は期待できるものの、照明装置の存在が
影となって浮き出るから、昼間にも増して目に付きやすくなり、壁面の意匠上、好ましく
ない問題点がある。
【０００５】
　従って、本発明の目的は、上記問題点を解消し、建物外装面において、昼夜を通してそ
れぞれに好ましい意匠性が得られる建物を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
【０００７】
【０００８】
　本発明の第１の特徴構成は、建物外装面に、複数の外装パネルを並設し、前記外装パネ
ルに光を照射自在な照明装置を設けてある建物であって、隣接する前記外装パネル間に、
互いの縁部どうしがパネル厚み方向に位置ずれしている段差部が設けてあり、前記照明装
置は、前記段差部における上段に位置する外装パネルの裏側に設置してあり、前記段差部
から下段に位置する外装パネルの表面を照射自在に構成してあるところにある。
【０００９】
　本発明の第１の特徴構成によれば、建物外装面に並設した外装パネル間に、前記段差部
を設けてあるから、昼間の建物外装面においては、各外装パネル相互による凹凸感が得ら
れ、単に照明装置が露出しているだけの従来技術に比べて、外装パネルとその影とが織り
なす良好な意匠性を醸し出すことができる。
　また、夜間の建物外装面においては、上段に位置する外装パネルの裏側に隠された照明
装置から、下段に位置する外装パネルの表面に対する間接照明を実施でき、昼間の凹凸感
とは全く異なった凹凸感や、照明による描写効果が得られる。
　以上の結果、建物外装面において、昼夜を通してそれぞれに好ましい意匠性が得られる
。
【００１０】
　本発明の第２の特徴構成は、前記上段に位置する外装パネルの周囲に、複数の前記下段
に位置する外装パネルを配置してあるところにある。
【００１１】
　本発明の第２の特徴構成によれば、「上段に位置する外装パネル」の裏側に設置した照
明装置によって、周囲に配置した複数の「下段に位置する外装パネル」を照射することが
でき、「上段に位置する外装パネル」の周りを明るく照らすことができる。
　また、上段と下段との相対配置を、「下段に位置する外装パネル」の更に下段に適応さ
せることで、建物外装面での暗部をより少なくして、最も上段に位置する外装パネル以外
は、全て照明対象として、建物外装面を全体的に明るく照らし出すことができる。
【００１２】
　本発明の第３の特徴構成は、前記各外装パネルと建物下地との間に、前記建物下地に沿
って連続する空間層を設けてあるところにある。
【００１３】
　本発明の第３の特徴構成によれば、前記空間層が、外部空間との間にあることで、断熱
空間の役目を果たすことができ、建物内の空調効率を向上させることができる。
　特に、空間層に位置する空気の上昇気流を利用できるようにすれば、煙突効果によって
、暑い時期の建物温度の上昇を抑制でき、建物内の冷房効果を向上させることができる。
　また、空間層を利用して、外装パネルや照明装置等のメンテナンスを実施することがで
き、建物内に立ち入らずにそれらの作業を実施できることで、建物内の独立性が向上する
。この作用効果は、特に、継続した使用形態が各居室に適用されるテナントビル等に最適
である。
【００１４】
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　本発明の第４の特徴構成は、前記空間層には、前記建物下地に沿わせてデッキが設けて
あるところにある。
【００１５】
　本発明の第４の特徴構成によれば、デッキを利用して、外装パネルや照明装置等のメン
テナンス作業をより実施しやすくなる他、火災や地震等の災害時に、外部への避難通路と
して利用したり、建物内への消防隊の進入路として利用することができる。
　即ち、前記空間層をより有効に利用できるようになる。
【００１６】
　本発明の第５の特徴構成は、前記複数の外装パネルを並設した前記建物外装面の一部を
開口させて、非常用進入口として構成してあるところにある。
【００１７】
　本発明の第５の特徴構成によれば、非常用進入口によって、外部から前記空間層を通じ
て建物内に至る非常用進入経路を形成することができ、建物に生じた非常時に、遅延無く
対応することができるようになる。
　また、非常用進入口そのものの開口が、外装パネルが並設された建物外装面の景観に変
化をもたらすことができ、意匠性の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】建物を示す斜視図
【図２】建物外装面を示す正面図
【図３】外装パネルの配置パターンを示す要部斜視図
【図４】外装パネルの表面と裏面とを示す斜視図
【図５】外装パネルの表面と裏面とを示す斜視図
【図６】段差部を示す要部断面図
【図７】外装パネルの設置状況を示す建物断面図
【図８】外装パネルの設置状況を示す建物平面図
【図９】別実施形態の外装パネルの設置状況を示す要部斜視図
【図１０】別実施形態の外装パネルの設置状況を示す要部断面図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　図１、図２は、本発明の建物の一実施形態を示すもので、ここで説明する建物Ｂは、例
えば、多数の店舗が入居するテナントビル等の商業施設を例に挙げて説明している。
　但し、対象となる建物Ｂは、商業施設に限るものではなく、建物外装面を備えたもので
あれば、各種建物を対象とすることができる。
【００２０】
　建物Ｂは、その一つの建物外装面１に、照明設備を備えて構成してあり、例えば、色調
を変化自在なカラー照明で建物外装面１を装飾したり、映像を、建物外装面１の全体に表
出して演出することができるように構成されている。
【００２１】
　前記建物外装面１は、図７、図８に示すように、外壁（建物下地に相当）２の外側に、
空間層３を挟んで設けられた建物外装体４で構成されている。
【００２２】
　外壁２は、例えば、ＡＬＣ版等によって構成してあり、二階以上の階層部の大半は、前
記建物外装体４で覆われている。
　外壁２の一階部分には、図１、図２に示すように、複数の出入口２ａが設けてある。
【００２３】
　空間層３は、図７、図８に示すように、人が外壁２に沿って通行できる幅員を備えてお
り、上下階層にわたって連続した空間として構成されている。
　また、空間層３には、後述する支持部材６によって支持されたデッキＤが、建物Ｂの各
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階層毎に配置されている。このデッキＤは、例えば、グレーチング等で構成してあり、建
物外装体４（後述する外装パネルＰや照明装置Ｌ等）のメンテナンス作業に利用したり、
火災や地震等の災害時に、外部への避難通路として利用したり、建物内への消防隊の進入
路として利用することができる。
【００２４】
　建物外装体４は、鉄骨製のフレーム５を備え、その表面側に複数の外装パネルＰを縦横
に並設して構成されている。
　尚、フレーム５は、外壁２から突出する状態に設けられた支持部材６によって支持され
ている。この支持部材６は、例えば、Ｈ形鋼等で構成してあり、基端部は建物躯体に固定
されている。
【００２５】
　外装パネルＰは、図４に示すように、矩形形状に形成してあり、裏面側には、補強部材
となる枠体７が一体に取り付けてある。外装パネルＰの固定は、この枠体７を前記フレー
ム５に対して取り付けることで実施されている。
　また、隣接させる外装パネルＰ間には、互いの縁部どうしがパネル厚み方向に位置ずれ
している段差部８が設けてある（図６参照）。
　尚、外装パネルＰの全周部には、図６に示すように、縁部金物１０が装着してある。こ
の縁部金物１０は、外装パネルＰの縁部の保護効果に加えて、パネル厚み方向での裏面側
に突出しているフランジ部１０ａを備えていることで、外装パネルＰの厚み方向の変形防
止効果を高めている。
　更には、このフランジ部１０ａを設けてあることで、段差部８における目隠し効果を期
待することができ、後述する照明装置Ｌの光源が、段差部８を通して外部から直接的に見
えるのを防止し、間接照明効果の向上を図っている。
【００２６】
　上述のとおり段差をつけた外装パネルＰの配置パターンの一例を示すと、図３に示すと
おりである。図中の中央に、上段の外装パネルＰａが配置してあり、その上段の外装パネ
ルＰａの４辺に沿って中段の外装パネルＰｂがそれぞれ配置してあり、中段の外装パネル
Ｐｂの残りの３辺に沿って下段の外装パネルＰｃが配置してある。
　即ち、上段の外装パネルＰａの周囲に、複数の前記中段、下段に位置する外装パネル（
）を配置してある。
　従って、上段の外装パネルＰａと中段の外装パネルＰｂとの間、及び、中段の外装パネ
ルＰｂと下段の外装パネルＰｃとの間に、それぞれ段差部８が形成されている。
【００２７】
　段差部８において上段側に位置する外装パネルＰａ（又はＰｂ）の裏側には、図６に示
すように、下段側に位置する外装パネルＰｂ（又はＰｃ）の表面を段差部８を通して照射
自在な照明装置Ｌが配置されている。
　照明装置Ｌは、図４に示すように、複数のＬＥＤ光源をライン状に沿って配置したユニ
ットとして構成してある。照明装置Ｌは、複数色（少なくとも光の三原色）のＬＥＤ光源
を備えており、照射色の組合せによってカラー照明を行うことができる。
　図３に示す外装パネルＰの配置パターンによれば、中段の外装パネルＰｂの表面には、
上段の外装パネルＰａの裏側に配置された照明装置Ｌから光が照射され、下段の外装パネ
ルＰｃの表面には、中段の外装パネルＰｂの裏側に配置された照明装置Ｌから光が照射さ
れる。従って、多くの外装パネルＰの内、上段の外装パネルＰａを除く全ての外装パネル
に光を照射することができ、照明による各種描写を良好に表現することができる。
【００２８】
　尚、照明装置Ｌの取り付けは、例えば、外装パネルＰｂや枠体７やフレーム５等、何れ
のものを対象に実施するものであってもよい。
【００２９】
　また、建物外装面１においてランダムな任意の位置に配置されている一部の外装パネル
Ｐには、図２、図５、図７に示すように、建物外装面１の一部を開口させる切欠き部Ｗが
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形成してある。
　切欠き部Ｗには、網体９が設置してある。また、切欠き部Ｗを備えた複数の外装パネル
Ｐの内の一部の外装パネルＰにおいては、前記網体９が開閉自在に取り付けてあり、この
部分は、非常用進入口Ｗａとして使用することができる。尚、非常用進入口Ｗａとして設
定された切欠き部Ｗには、その近傍に、例えば、赤色等の非常灯（不図示）や、非常用進
入口であることを示すマークを設置しておくのが好ましい。
　また、切欠き部Ｗの背面側には、図７に示すように、外壁２に光を照射自在な照明装置
Ｓが取り付けてある。この照明装置Ｓによって外壁２の対象部を照明することで、建物外
装面１において切欠き部Ｗのみが暗くなるのを防止でき、より良好な照明効果を得ること
ができる。更には、照明装置Ｓによる照射光の一部が、前記網体９によって反射されるこ
とで、切欠き部Ｗの照明効果をより引き立たせることができる。
　尚、切欠き部Ｗを設けてある外装パネルＰは、上段の外装パネルＰａ、中段の外装パネ
ルＰｂ、下段の外装パネルＰｃの何れに設けるものであってもよい。
【００３０】
　当該実施形態の建物Ｂによれば、昼間の建物外装面１においては、外装パネルＰによる
凹凸感が得られ、外装パネルＰとその影とが織りなす良好な意匠性を醸し出すことができ
ることに加えて、夜間の建物外装面１においては、外装パネルＰの裏側に隠された照明装
置Ｌによる照明作用によって、昼間の凹凸感とは全く異なった凹凸感や、映像等の描写効
果が得られ、建物外装面１において、昼夜を通してそれぞれに好ましい意匠性が得られる
。
　また、前記空間層３を利用した各種メンテナンスが実施可能となる他、空間層３を避難
通路や消防隊の進入路等にも利用することができるようになる。更には、空間層３そのも
のによる断熱効果で、建物内の冷暖房効率を向上させることが可能となる。そして、空間
層３の下端側と上端側とに、外部と空間層３との空気を流通させる流通部を形成する等の
方法で、空間層３に位置する空気の上昇気流を利用できるようにすれば、煙突効果によっ
て、暑い時期の建物温度の上昇を抑制し易くなる。
【００３１】
　　〔別実施形態〕
　以下に他の実施の形態を説明する。
【００３２】
〈１〉　建物は、多数の店舗が入居するテナントビル等の商業施設に限るものではなく、
他の異なる用途で建設されている各種建物であってもよい。また、構造形式や、階層の数
や、建物外装面１の形状等も、特に規定されるものではない。
【００３３】
〈２〉　建物外装体４と建物下地（外壁）２との間は、先の実施形態で説明したように空
間層３を設けることに限らず、建物下地２上に、空間を空けずに建物外装体４を設ける構
成であってもよい。
　また、その場合、下段側に位置する外装パネルＰに替えて、図１０に示すように、建物
下地２の表面によって代用するものであってもよい。つまり、外装パネルＰのみで建物外
装面１を構成することに限らず、外装パネルＰと建物下地２とによって建物外装面１を構
成するものであってもよい。
　また、建物外装面１は、先の実施形態で説明した建物Ｂの壁面に限定されるものではな
く、例えば、建物Ｂの屋根面や屋上面であってもよく、それらを含めて建物外装面１と総
称する。
【００３４】
〈３〉　外装パネルＰは、先の実施形態で説明した矩形形状のものに限るものではなく、
例えば、三角形や、５角形以上の多角形であったり、円形や楕円形や、それらを組み合わ
した形状や、幾何学形状のものであってもよい。
　また、各外装パネルＰの配列は、先の実施形態で説明した図３に示すように、上段、中
段、下段の配列に限るものではなく、例えば、２段の配列や、４段以上の多段配列であっ
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てもよい。例えば、ピラミッドのように、中央部に最上段の外装パネルＰを配置して、そ
の外周側に下段側の各外装パネルＰを順次配置する配列を採用すれば、照明されない外装
パネルＰを最上段の一枚に絞ることができ、建物外装面１での照明表現を、より実施しや
すくなる。
　また、外装パネルＰどうしは、建物下地２と平行に配置することに限らず、傾斜状態に
配置してもよい。一例として、図９に示すように、外装パネルＰの対角線方向に傾斜する
状態に配置するものであってもよく、この実施形態の場合は、照明されない外装パネルＰ
を、傾斜下手側の角の一枚の外装パネルＰ（斜線を付してある外装パネル）に絞ることが
できる。
【００３５】
　尚、上述のように、図面との対照を便利にするために符号を記したが、該記入により本
発明は添付図面の構成に限定されるものではない。また、本発明の要旨を逸脱しない範囲
において、種々なる態様で実施し得ることは勿論である。
【符号の説明】
【００３６】
　１　　　建物外装面
　２　　　外壁（建物下地に相当）
　３　　　空間層
　８　　　段差部
　Ｄ　　　デッキ
　Ｌ　　　照明装置
　Ｐ　　　外装パネル
　Ｗａ　　非常用進入口
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